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研究成果の概要（和文）：本研究では、19世紀から現代のアメリカ文学・文化におけるモビリティ（移動性）の
歴史的経緯を繙きながら、モビリティの修辞的意義を再考しつつ、いかにこの概念がアメリカの国家的イデオロ
ギーと連動していたかを再検討することを目的とし、「性差・セクシュアリティ」「人種」の批評的枠組みおよ
び「大陸」「諸島」の地理的概念を援用しながら考察を深めてきた。研究代表者の大串は主に移動が性差によっ
て異なる意味を持つことを考察し、また研究分担者である新田は移動手段が進化したモダニズム期における人種
と移動を分析し、同じく研究分担者の下河辺は島を中心に海洋という移動の場のもつ意味を再考察した。

研究成果の概要（英文）：This project focuses on the significance of “mobility” in American 
cultural history from the 19th century to present. Analyzing historical contexts of American 
mobility and the rhetoric with which American narratives were represented, we reconsidered how the 
national ideology was related to the formation of the concept of mobility along with gender, 
sexuality, and race. We also pointed out the importance of geographical differences including 
wilderness, continents and islands. Hisayo Ogushi, the project leader, dealt with American frontier 
and women, while Keiko Nitta analyzed race and mobility in the age of Modernism, when technologies 
of mobility significantly changed. Michiko Shimokobe reconsidered oceanic mobility and geographical 
diversity in the 19th century. 
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１．研究開始当初の背景 
 モビリティ（移動）は、決して中立的な行
為形態ではなく、さまざまな社会的条件やイ
デオロギーに左右される。たとえば経済的・
社会的な状況、出身地域、人種などによって
移動の可否が決定されるからである。性差も
また、移動を考える上では大きな問題となる。
なぜならば、往々にして「家庭」や「家族」
が女性のいるべき場として考えられ、女性と
は「安住」を望むものとされてきたことを鑑
みるに、「自由」「不安定」あるいは教養小説
的な意味合いでの「成長」を意味する移動（旅
など）には、女性の「場」はないものとされ
てきた。だが、果たしてこうした「場」から
外されている人々のモビリティに再検討の
余地はないのか。本共同研究はこの疑問から
始まっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、19 世紀から現代のアメリカ文
学・文化におけるモビリティ（移動性）−−「旅」
「観光」「移民」「ロード」「逃避」など−−の
歴史的経緯を繙きながら、モビリティの修辞
的意義を再考しつつ、いかにこの概念がアメ
リカの国家的イデオロギーと連動していた
か（あるいはそれをすり抜けていたか）を再
検討する。その際「性差・セクシュアリティ」
「人種」の批評的枠組みおよび「大陸」「諸
島」の地理的概念を援用し、モビリティをめ
ぐるナラティヴを、19 世紀以降のアメリカに
おける国家的イデオロギーの問題として考
察することを目的とする。アメリカが地理的
な枠組みをつねにモビリティによって拡張
しつつ、同時にアメリカという国の定義を拡
張政策とは異なる文脈の文学的・文化的表象
を探ることにより、アメリカ心性史の新たな
一側面を開拓する。 
 
３．研究の方法 
（1）共同研究の初年度である26年度は1) 研
究会の立ち上げ、2) 個人研究および資料収
集、3) 研究報告会（年 2 回程度）を三つの
柱にそれぞれの研究を行う。初年度の 3名の
共通目的は、アメリカ文化において、モビリ
ティという概念についての感性的、情動的概
念の再確認、再構築を行うことである。その
ため、各々個別の研究分担領域におけるモビ
リティの特質を検証する中で、そこからアメ
リカ的モビリティの概念として共有できる
ものを抽出する作業を行う。 
 
(2) 共同研究二年目の 27 年度は、1) 前年度
の研究の見直し、共同研究の方向性を再検討
し、2) 個人研究および資料収集、3）研究報
告会（年 2回程度）を行う。 
 
(3) 3 年目においては、アドバイザーとして
海外より研究者を招聘し、研究に関する意見
交換を行うことにより、研究の方向性につい
て確認する。その上で研究会としてあつまり、

それぞれの研究成果を確認する。 
 
４．研究成果 
（1）平成 26年度 
 研究代表者・研究分担者それぞれが研究計
画に基づき個別の研究および発表を行った。 
 大串尚代は 19 世紀中葉からはじまるアメ
リカの西漸運動について、当時の女性作家ら
がどのように受け止めていたのかを調査・考
察した。リディア・マリア・チャイルド、マ
ーガレット・フラー、キャサリン・マリア・
セジウィックら著作品を分析し、拡張主義と
は異なる視点からみた西部を考察し、その研
究成果の一部を口頭発表のかたちで発表し
た。 
 新田啓子はマイノリティの移動に焦点を
合わせ、移動に伴う暴力的経験ならびに「強
制移住」や「隔離」等、権力による操作とい
う移動のパラメーターの概念整理を終了し
た。年度前半においては、米国イェール大学
にて在外研究に専念できたため、20 世紀にお
けるアフリカ系アメリカ人と韓国系アメリ
カ人の動向に関する様々な史料を収集する
ことができた。韓国系アメリカ人の経験につ
いては、アジア系アメリカ研究会会誌上に発
表した。 
 下河辺美知子は、初年度である平成 26 年
度は、海上のモビリティについての精神的・
文化的意味を探求した。ことに、19 世紀作家
エドガー・アラン・ポーの長編小説に描かれ
た航海が、グローブ（球体）としての地球を
意識した軌跡を示していることを追求し、19
世紀当時のアメリカの地勢図とからめて、国
内外で２つの研究発表をおこなった。 
 
（2）平成 27年度 
 研究代表者である大串尚代は、主に 19 世
紀におけるアメリカ西部の発展と移住のメ
タファーが、第二次世界大戦後の日本の民主
化政策にどのように用いられたのかについ
ての考察をすすめた。占領下の日本における
海外文化の翻訳出版の歴史をたどり、女性作
家による西部表象を Laura Ingalls Wilder
の作品群において分析し、最終的には日本の
少女文化へとつながる文化現象の「移動」を
確認した。 
 新田啓子は、権力による強制や政治的操作
を含んだマイノリティの移動を近代小説が
どのように捉え、描いてきたかという問題を
考察した。特に、Harriet Beecher Stowe の
反奴隷制小説の意味を、解放奴隷を利用した
中米植民計画に関する史料との関係のうち
に分析し、南北戦争の戦後処理の一環として
構想された人種隔離の問題性が、どのように
認識されていたかを明らかにした。 
 下河辺美知子は、半球思考という枠組みの
中で、海上移動によるモビリティの研究を分
担することになっている。二年目にあたる平
成 27 年度は、前年テーマ―海上のモビリテ
ィについての精神的・文化的意味―をさらに



深め、半球分割という視点から 19 世紀海洋
小説を分析し、21 世紀のグローバリゼーショ
ンの歴史的意味を考察した。 
 
（3）平成 28年度 
 共同研究最終年度は、3年間の研究をまとめ
るイベントとして、アメリカのコーネル大学
英文科教授氏を日本に迎え、活発な意見交換
を行うと共に、今後の日米の共同研究二つい
ての将来的展望を確認した。 
 研究代表者である大串尚代は主に戦後の
秘本の民主化政策におけるアメリカ文化の
果たした役割を検討した。特に日本の少女文
化に特化して研究を進めてきたが、翻訳受容
しまた GHQ/SCAP による翻訳プログラムの背
景を調査することにより、日米の少女文化の
接点の中に「西部」があることを明らかにし
た。 
 新田啓子は、多様な作家が作品中に野コア
した米国の膨張主義に対する多方向にわた
る応答を読み解く作業を推進した。とりわけ
William Faulkner の Go Down, Moses (1942)
と Zora Neale Hurston の Seraph on the 
Suwanee (1948)について主題的な研究を行い、
1940 年代における両作家がともに、南北戦争
敗戦後に凋落した南部の合衆国への再統合
は、前者が後者の「外縁」たる西半球世界に
おける覇権行動に合流することでなされて
いるという批判的視座を有していたことを
確認した。 
 下河辺は、海上のモビリティについての精
神的・文化的意味をさらに深め、半球分割の
歴史的意味をさぐり、編著『モンロー・ドク
トリンの半球分割』を出版した。また環太平
洋的視点から新大陸アメリカの根源的一を
さぐるという目的から、ヴァージニア植民地
でイギリス人が出会ったネイティヴ・アメリ
カンの女性ポカホンタスについての研究を
開始し、その成果を国際会議にて発表した。 
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